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スクリップス海洋研究所(･)

Scripps工nstitutionofOceanography

中尾征三(海洋地質部)

1.はじめに

同じ米国にあるウッツホｰル海洋研究所ラモント･

ドハティｰ地質学研究所とならんで世界でも屈指の海

洋研究所といわれるカリフォルニア大学(サン･ディエ

ゴ校)のスクリップス海洋研究所は1978年に創立75周

年を迎えた.筆者は1978年2月から1979年4月まで

科学技術庁派遣の長期在外研究員として同所に滞在し

たのでその間の経験を含め訪間者の目からみると理

想郷ともいえるこの研究所の素顔を紹介してみたい.

スクリップス海洋研究所(以下SIOと略称する)を語る

時その地理的条件をぬきにすることは不可能であろう.

SIOのあるLaJo11a(ラ･ホヤ)という町はカリフォル

ニア州南端近くの太平洋に面するサン･ディエゴ市の北

の郊外に位置する｡(L泓)Jo11aというのはスペイン語

で宝石という意味をもちこれは海岸の美しさを表わし

ていると思われる.サン･デイェゴの緯度は約32.5“

で日本でいえば四国の最南端あるいは宮崎県延岡市や

天草の北端位にあたり数十マイル束へ行げば砂漠もあ

るしメキシコとの国境までわずか30マイル程だから

熱風や熱砂のイメｰジがわいてくるかも知れない.し

かしさいわいなことに近隣の太平洋岸がカリフォノレ

ニア海流(寒流)に洗われているためいわゆる地中海

性の気候が発達している.具体的にいえば夏の気温

は30丁近くになるが湿度が低く冬は若干雨が降り(年

間降水量は300mm以下ときいた)気温が10Tを下回るこ

とはほとんどない.いわば常春なのである.半袖の

ポロシャツに長袖のセｰタｰとレイン･コｰトを持って

いれば一年中間に合うといえぱおわかりいただける

と思う｡したがって通常の家屋には冷房装置はいら

ないし研究所内も特殊な場所を除くと天然空調であ

る･戸外で汗ばむような目でも所内は快適.したカミ

って(そのせいぱかりではないだろうが)人の心も大らか

で心身共に健康な日々を遇せる基礎的な条件がそろって

いるといえる.その他立地に関して書きたてれば際

限ないがサン･ディエゴがロス･アンゼルスから南へ

飛行機で35分車で約2時間の道程にあることを付け加

えて本題にはいろう.

2.S亙Oの歴史

冒頭に述べたように偶然にも筆者の滞在中にSIOが

75周年を迎えたので“ScripPsInstitutionofOceano･

graphy1903-1978"と題する20頁の小冊子が発行され

た.この小冊子のほかに同じ著者の手による最近の40

年東(E1i･･bethNSH0･(1978):S.riPPsIn.titutionofO.e-

慮�牡��偲�楮�����������慮�敧潔潦�

P･…502皿)があり各分野毎の動向が手にとるように

わかる.さらに一部重複するが前半の50年東

(1903-1953)も出版されている(H･1･･RムmandB･atrice

�啌�丨����物灰��瑩�瑩潮潦��湯杲慰��楲�

FiftyYears工｡sAnge1esWardRitchiePress).ここでは

主に前述の小冊子に基づいて1960年代までの大きな流

れを書きとめておきたい.なお掲載した写真はすべ

てこの小冊子から複製されたものである.

SI0が生まれるまで(1891･1903)

SIOの創立は1903年ということになっているがも

ちろんある目突然つくられたわけではない.その12

年前カリフォルニア大学(バｰクレｰ校)の生物学教官

になって間もないW･且RITT囲がカリフォルニア州沿

岸の太平洋で生物調査を始めようとした事が大きなき

っかけとなった.彼は1891年に動物学部から200ド

ルの予算を獲得してテントと実験器具を購入し翌92

年からパシフィック･グロｰブという町(サン･フラン

シスコの南方モンタリｰ郡)を皮切りに夏季調査を実施

した.また彼は夏季の調査時に使える永続的な観測

所を設置するのに適した場所をさがしていた.RITTER

は調査準備をしていた1891年にサン･ディエゴでFrea

BA醐Rというアマチュアの貝類学者(本職は医者)に会

い1903年の夏季調査をサン･ディエゴで行うことに同

意している(何故12年も先のことを決めたのかは全体の計

画についてのデｰタカミないのでわからないが).BA醐Rは

1,250ドルの大金を寄付しただけでなく有名なホテル･

デル･コロナドの艇庫を実験室として使えるよう手配し

た.Bム醐Rの熱心な努力はやがてサン･ディエゴ

に住む多くの著名人の援助を集めることにっながりそ

の結果として1903年9月26目サン･ディエゴに海洋生

物学会(M･･in･Bi･1ogi･･1A･･o･i･tiOnofS･nDi･g0以下�
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MBAと略称)が34名で設立された.後述するように

SIOという名前が採用されたのは1925年であり前身

のScripPsInstitutionforBio1ogica1Researchでさえ

1912年につけられた名称であるが歴史的にはこの学

会の設立がSIOのはじまりということになっている.

設立当初のMBAはHomerH.P週丁醐s(代表1906年に

FredBAKERと交代)E11enB.ScRIPPs(副代表)Wi11ia皿E

RITTER(学術担当役員)等の役員を選び学会の目的と

して南カリフォルニア沿岸の生物･水理学調査の遂行

公衆用の水族館と博物館の建設及び運営等をかかげた.

カリフォルニア大学に合併されるまで(1903-1912)

MBAの副代表E11enB.ScRI冊sの義理の兄弟である

且W.ScRIPPsは新聞杜を経営していたがMBA役員

会の特別メンバｰともなりELL酬とともに初期の活動

に測り知れない程の貢献をした.たとえばE.W.

ScRIPPsは一般的な財政援助だけでなく彼のヨットを

調査用に提供したり特定の調査計画に対してしばし

ば臨時の資金を出した.さらに'彼はMBAが1000

ドルで落札することになった80ヘクタｰルのサン･デ

ィエゴ市有地(Pu.b1oLot1298と登記されていた土地で現

在のSIOの所在地)の取得手続きを1907年に完了する

とともにその土地の荒れた斜面部をおおうために大量

の樹木を提供した.またE脆nB.ScRIPPsは年間

の一般維持費を寄付したうえScripPsBui1ding図書

館一博物館(1977年に取り壊された)全長305mの桟橋

21戸の簡易住宅及びRitterHa11(総費用の･/｡)の建設

資金を出した.さらに彼女はMBAのために40万ド

ルという巨額の基金を設立したのである.

1905年から1910年まで実験室(これは約900ドルの個

人寄付によって建てられた)は現在のSIO敷地から南へ

4kmほど離れたところにあり1910年に現在地には

じめての建物(実験室)がつくられた.E11enB.ScRIPPs

の希望により新設の実験室は彼女のなくなった兄の

名をとってGeorgeH.ScripPsMemoria1Laboratory

と呼ばれることになった.当時旧実験室は4止m

という近距離にあったにもかかわらず途中の道が降

れぱぬかるみ照れぱほこりだらけといった状態であっ

たらしくその上車をもっている人がほとんどなくて

非常に不便であったため“bio1ogica1co1ony"と呼ばれ

たそうである.

カリフォルニア大学移管後の10年(1912-1923)

MBAが当初から希望していたカリフォルニア大学へ

の移管は若干の紀=余曲折の後1912年に実現したがこ

の時ScripPsInstitutionofBio1ogica1Research(SIBR)

第1図

SIOの創始者で当初

20年間所長を務めた

Wi11iamE.RITT㎜

という名称カミ採用された.当時から1938年までの学生

(g･･du･t･･tud･nt･)はカリフォルニア大学バｰクレｰ

校に登録されていた.大学へ移管された時には実験室

はすでに年間を通して使用できるものになっていた.

また1910年にラ･ホヤに移住してScripPsBui1ding

の2階に起居していたRITT囲夫妻は1913年に新しい

所長用の木造家屋(現在の水族館の向いにあるTユ6という建

物)に住むことになった.当時はスタッフや訪間研

究者の大半が粗末な木造家屋に住みずき間風や大雨の

たびの雨漏りに悩まされていたそうだ.

さてMBAの創立から20年間研究面をリｰドする

ことになったRITT囲はかなり多作の傑出した生物学

者であってその興味のおもむくところは違っていたけ

れどもEW.Sc皿1冊sと協力しておおいに新しい研

究所を盛りたてていった.ScRI冊sはしばしば彼自

身と彼の義妹(E･･酬)のMBAに対する貢献に言及して

｢われわれは研究所にではなくRITT囲は寄付してい

るのだ｣といっていたそうである.

初期の研究では近海の海生動植物の分類分布や環

境との関係が主題であった.1907年までは且W.

ScRIPPs所有のヨットがそして1907年から1916年まで

はE11en且ScRIPPsの基金で建造された船長26mの

"ω伽庇ブ五g伽曲が研究船として活躍した.当時

の研究の結実のひとつとして南カリフォルニアの海洋

生物便覧ともいうべき“SeaShoreAnima1softhe

Paci丘｡"(JoIINs0NandSN00K,1927)がある.また1908

年からスタッフに加わった物理学者のMcEw脚は海洋

物理と気象とを研究し長年にわたって海水の温度変

化に基づいた降雨の長期予報を出して各界におおいに

役立った.また当時(1925年まで)はSIBRの名が示�
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策2図1907年に就航したSIO初便)調査船

〃ψ伽庇rλ9刎∫あ(船長26m)

第3図

1920年当時のSIO全景

すように研究分野が海洋に限定されず陸生動物の遺

伝に関する研究を行っていた生物学者もいた.

SIOへの改名から第二次世界大戦まで(1923-1940)

RITT醐が1923年に引退した後FB.SU皿N鵬が半年

程所長代行をつとめ!924年2月にTW･VAUG趾N

が新所長に就任した.そして1925年に海洋の研究に

焦点がしぼられることが決まりSIBRから現在の名称

であるScripPsInstitutionofOceanography(SIO)へ

と改名された.

VムU加州は以前主に米国地質調査所で現存及び

化石のサンゴや有孔虫の研究をしていたがSIOでもそ

れをつづけた.また彼は海洋学の発展をはかり

SIOが太平洋の海洋学研究に果たす役割を拡大させた.'

三第4図

･葦1978年当時のSIO全景�
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波の努力で海軍や沿岸測地所の船舶をはじめ民有船

や灯台からの海洋学デｰタがSIOに集積されるように

なった.加えて南カリフォルニアの多くの企業から

研究計画に対する財政援助が得られるようになった.

研究船に関していえば!916年以降SIOは専用の研

究船を持たず1925年にマグロ引網船を改造した8ぴ妙5

(船長20皿)が近海用に就航するまでは他の機関の船

に便乗せざるを得なかった.その8ぴ妙5を1936年の

秋に焼失した後1937年3月には瓦W.ScRI冊sの息

子のRobertP-ScRIPPsの寄付により船長30mのス

クｰナｰ(通常は3～4本マストこの場合は2本マストの縦

帆船)を改造した且W18ぴ妙3が就航した.且W1

8ぴ砂3はカリフォルニア沿岸の海洋物理化学生

物及び地質のデｰタを集めるため毎月のように船出して

いたが1939年には研究所初の長期航海一カリフォ

ルニア湾へ2か月一に出た.

VAU舶ANの在職中にスタッフが若干増え化学

生態学微生物学海底地質学などの分野で新しい研究

計画がはじめられた.バクテリアの研究で名高い

C1audeE.ZoB肌Lもこの頃(1932年)新計画の一端

をになった.1931年に2番目の主要実験棟である

RitterHauが建てられ学生の数が1学年3人から13

人に増えた.1936年にVムm砒Nの後を継いで所長と

なったHa1a1a1丁S佃RDRUPはノルウェｰの海洋物

理学者でアムンゼンと共に北極地方の研究をやった人

で1931年には極氷の下を潜水船で航行する最初の試み

にも参加している.

1920年代後半には不況の影響が出はじ｡め大型研究

船の建造が計画されたが実現できなかった.しかし一

方では連邦及び州の失業対策局(W｡･k･P･･g･…Admi-

nistration及びStateEmergencyRe1iefAdministration)

を通じて派遣された労働者によって建物や道路の修復

図書の整理タイプ打ちほん訳実験室の補助等が行

われるというかなりの禾IJ点もあった.

1930年代にはいってScRIPPs一家からの寄付が激減

した.それは1926年のE.W.ScRIPPsの死に続い

て1932年にはE11enカミそして1938年にはRobert

が死去したためである.SY醐DRUPはこの難局を乗

り切るため外部機関との協力を促進したり大学から

の援助を増額させるよう尽力した.漁業関係の研究に

ついての漁業局との協力やカリフォルニア大学(ロス･

アンゼルス校)での海洋学課程の開設による新しい学生

の獲得などがこの頃の足跡に残っている.1938年か

らの学生はロス･アンゼノレス校(UCLA)に登録され

た.

戦時中の体制(1941-1945)

戦時中はスタッフの何人かが兵役につき残った者

も軍事研究計画に組み込まれていった.また唯一の

専用研究船であった且W･8ぴ妙8もサン･ディエ

ゴ南西のロｰマ岬につくられたカリフォノレニア大学の

軍事研究部(UCDi∀isionofW･･R･s･…h,UCDWR)に

貸与された.

戦時中の研究で特筆されるのはSY醐皿RUPとMUNK

による波浪予報の技法とUCDWRで遂行された水中

音響奪に関する研究である.前者は北アフリカヘの

侵略以来連合国の水陸両用部隊に利用されたし波浪

予報は教科課程として200人以上の陸軍将校に教えら

れた.また後者は対潜作戦に使われた水中音響の先駆

第5図1925年にマグロ引網船を改造してつくっ淀

調査船8〃ψか(船長20m)

第6図1937年スクｰナｰを改造した調査船

且W.8ぴφが(船長20㎜)�
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的研究温度躍層の分布図作製深部音波散乱層の発見

とその原因の究明(生物による)等を含んでいる.UCDW

Rではその他音響機器の改良太平洋インド洋の音響

図作製やアジアの大陸棚海域の堆積図の編集も行われた.

1942年にはSYERDRUPはM.W.Jo亘Ns0N及びR.H.

FLEMI鵬と共同で有名な“TheOceans:TheirPhysics.

Chemist･y,andGenera1Biology"を著した.これは

当時としては英語で書かれた唯一の総合的な海洋学教

科書であったといわれる.

｢この戦争は海洋学がいかに赤用され得るものかを

示した｣とSY醐DRUPカミ述べた1946年にはSIOは米

国で海洋学の学位を授与できる唯一の学校であった.

戦争末期から海洋学を志す学生が増え1946年秋には

37名の学生が登録された.海軍は海洋学分野での

基礎的研究の価値を認めてO舐｡eofNava1Research

(ONR)を創り船を提供するようになった.そして

1950年代に向けてスタッフ学生船舶及び建物が増

えいわゆる戦後の急成長期へはいっていくわけである.

戦後の成長(終戦から1960年代まで)

SIOの戦後の発展に関して著しい貢献をしたのが

RogerR肝E皿Eという人である.彼は1936年に

SIOで学位(PkD一)をとり戦争中は海軍予備艦隊

に所属していた.戦後1946年に洋上での原爆実験

とその環境への影響を研究する計画に加わった後1948

年に彼は教授兼副所長としてSIOに帰ってきた.

Reve11eはSIOへ復帰する直前に海軍からH0曲｡η

Cκ5力及び肋0伽俳丁という3隻の船を譲渡してもらう

約束をしておりそれらに加えて戦時中SIOから

UCDWRに貸与されていた且Wl.8ぴ砂5が加わっ

てSIOは海洋学研究所として初の船隊をもつことに

なった.

SIOに復帰した直後からRエY肌LEはONRとの

初の研究契約の締結を助けたりSY囲DRUPと協力して

水産学分野で他機関との共同研究をはじめた.1948年

にS冊RDRUPがノルウェｰに帰国した後の2年間Car1

EcKARTがSIO所長を務めさらにその後を継いで

R肝ELLEが所長となった.1950年の初めにはRE-

Y肌LEはSIO初の大きな探険であるMi(1-PacEx-

peditionを組織している.

R酊肌Lは海洋学研究が食料･鉱物資源の不足を

補い国家防衛に役立ちまたわれわれが住んでいる

地球を理解するための基礎的デｰタを提供できると考え

米国における科学研究基金の増大に合わせてSIOの新

しい研究計画や組織を発展させ得たといわれている.

戦後のSIOを組織面からみると新たにつくられた

ものとしてMlarineLifeResearchGroup(MLRG-

ReYe11eの足跡のひとつである水産分野での大型共同研究

CCOFIのSIOにおける対応体として組織された)Marine

Physica1Laboratory(MPL一カリフォルニア大学軍事研

究部UCDWRを母体と匁ってつくられた)Visibi1ity

Laboratory(マサチュｰセッツ工科大学より移管)カリフ

ォルニア大学InstituteofGeophysicsandP1anetary

Physics(IGPP)のラ･ホヤ支所及びPhysio1ogica1

ResearchLaboratory(PRL)がある.また全米の

海洋資源に関する研究教育及び公共サｰビスを奨励

するために設置されたInstituteofMarineResources

(IMR)はスクリップスに代表部を置いた.その後

(1971年)カ.リフォルニア大学のSeaGrantProgra皿

の事務局がIMR代表部内におかれることになった.

一方1950年代になって海洋学分野その国際協力計

画にもSIOは大きな役割をはたし

はじめた.SIOが主要な参加機関

となったものをあげると1955年の

NorpacExpedition(北緯20度以北の

一般海洋調査で米国目本及びカナダか

ら19隻の船が参加したがそのうち3隻

がス〃リップスの船であった)1957-58

牢の亙I雌mationalGec凶ysica1

Y慧鮒(1GY咽隣地球観測年抽SIc)は

ポ1)の航海と太平洋の五6ヴ)島仰)維水準

変動などの観測を実施した)脳む年の

NagaExpedition(タイ及びソイリピ

ン近海の生物･漁業調査で東南アジア

の多くの国からも参加者があった)及び

1960-64年のIntemationa1Indian

錦7図1950年Mid-PacExpedition

でピストンコアラを操作する

R.REv肌LE(手前)と

����

第8図19;3年MarineLifeResearch

GroupのIsaacs-Kida半深海用

トロｰルの操作�
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OceanExpedition(インド洋に5年間で40隻の船カ油かけ

た.SIOは3航海に船を提供したが1960年の〃goはSIO

の船としてははじめてインド洋に乗り入れたことになった.)

があげられる.さてここで研究分野毎にこの時期

の主要な足跡を紹介しておこう.

<地球物理･地質学>1949年に且C.BU皿ARDが

中心となって世界で初めての堆積物の熱流量測定器を

開発した.この測定器を用いてA｡且M瓜w肌Lと

工M.SN0D蝸ムssは翌1950年に本格的な海底の熱流量測

定を開始した.1950年代前半にはSIOの探険で

Mi小Paci丘｡Mountainsや西海岸沖の複雑な断裂帯が

発見された.それらに加えてV.VAcQUIR,KG

Mムs0N及びんD.RA㎜が行った地磁気の測定による

海洋地殻のずれの証明やH.W.MENARnによる新し

い地殻を生み出しているEAsTPAcIFIcRI胴の研究な

どが大洋底拡大とプレｰト･テクトニクス学説の拠り

所としてあげられる.また太平洋におけるマンガ

ン団塊分布の概要把握とE.D.G0LDB醐G及びGAR･

R肥NIYsによる団塊の化学分析R.LFIs肥Rによる世

界最深部(マリアナ海溝チャレンジャｰ海淵10,914m)の

発見さらに途中で中止されたが海洋地殻下でマント

ルに達するボｰリングを行う予定であったモホｰル

(M.h.1｡)計画への協力もこの分野の活動として忘れ

てはならないものであろう.

<生物学>ひげ鯨の一種である9raywha1eなど

海生哺乳動物の研究をしていたαLHUBBsは1954

年Guada1upu島で絶滅したといわれていたアザラシ

の一種の生存と他のゾウアザラシの増殖を確認した.

微生物学者のαE･ZOBELLは1951年フィリピン海

溝で水深10,000mの海底から採取した泥の中にバク

テリアが生存することを明らかにしこのバクテリアを

陸上実験室の圧力容器の中で何年間も生かし続けた.

また生化学者のD.LFoxが海洋生物やフラミン

ゴの鮮やかな色をつくっている色素分子の構造を明らか

にしたことや付着性生物の研究から発電所の海水冷却

系統の温度を時々上昇させることによって生物付着に

よる汚れを落すよう勧めたことも特筆されよう.なお

この間に集められたSIOの魚類標本は米国･カナダ

を通じて6番目に大きなものになったといわれる.

<沿岸域の研究>1950年にD.LIN岨NはShore

ProcessesLaboratoryをつくり海岸作用の研究を本

格的にはじめた.彼のグルｰプははじめて波浪計を

開発したカミこれは電算機処理用にデジタル･デｰタ

カミとれるものであった.グルｰプ員の一人A.工

Bow囲は1967年IN皿ANの指示でripcurrentの生成

機構を解明した.現在このグノレｰプは海岸の漂砂

現象と波による砂の移動を研究している.

<海洋物理学>1950年代後半にJ･M･SN0DGRAss

が考案した技術を基にして水深200mまでの水温を連

続して測定できるバシサｰモグフ(BT)が開発された.

1960年代にはM.R0BINsoNカミBT技術を使って測定さ

れたデｰタに基づいて世界の海洋の温度分布図を編集

したかこれに非常に役立ったのがJ.D.FRANTsc肛,

M.C.Sム鵬酬丁及びRR.MAckが完成させたBT記

録の自動数値化装置であった.

<海洋化学>海洋堆積物の化学･鉱物学を広範に

研究した且D.G0LDB囲Gは乾燥地帯からの風送堆

積物粒子や陸上で使われた殺虫剤に由来する石膏が

陸地から遠く離れた地点から採取された空気中に存在す

ることを発見した.C.D.K朋LI鵬は人類が化石燃

料を使うことが地球上の気象を変化させる(いわゆる温

室効果)か否かを明らかにするために大気中及び海水

中の二酸化炭素のモニタリング･プログラムを設定した.

またH.E.SUEssは1957年(彼は後にUCS･nDi･go

の化学部に移ったが)に国際地球観測年(IGY)プログ

ラムの一環として放射性炭素実験室を開設し沿岸地

域での海水準変動や古気候の研究に大きな貢献をした.

一方1950年代の熱核実験に参加したスクリップス研究

者のうちでT･RF0LsONは核分裂生成物の海中にお

ける挙動を長年にわたって追跡した.同じくT工

C亘｡wは海水及び堆積物中から自然量として考えら

れる以上の鉛を測定してその主要な源が有鉛ガソリ;■

にあると結論した.

以上に述べたような研究活動の隆盛にともなって

建物も当然のように増えてきた.そのピｰクは1960

年でこの年には新たにSverd工upHa11(ホｰノレと呼

ばれているのは通常の研究室･実験室用の建物)が建てられ

た他RitterHa11の2回目の増設SumnerAuditorium

(大講堂)の新設があった.

同じ1960年には以前にあった理工系大学院の設置計

画が変更されてカリフォノレニア大学サン･ディエゴ校

が開設されスクリップス海洋研究所はその大学院と

しての機能を持つことになった.そして1960年代後

半にNeurobio1ogyUnit及びDeepSeaDri11ingProject

(SIOが現在の事務局)が新組織として加えられSIOは米

国最大の海洋研究所となったのである.

(つづく次号でSIOの現状を紹介する予定)�


